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創
刊
の
あ
い
さ
つ 

理
事
長 

大 

塚 

朋 

之 

 
  

社
団
法
人
益
子
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
設
立

十
五
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と

え
に
町
民
の
皆
様
を
は
じ
め
と
す
る
利
用
者
の
方
々
や
関

係
機
関
の
ご
支
援
と
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
る
も
の

と
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
は

長
期
に
亘
っ
て
の
景
気
の
低
迷
が
続
く
中
で
、
急
速
な
高

齢
化
が
進
み
、
団
塊
世
代
が
定
年
を
迎
え
、
地
域
住
民
全

体
が
高
齢
化
し
、
高
齢
者
が
生
涯
現
役
と
し
て
多
様
な
形

で
社
会
参
加
が
で
き
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
社
会
を
創

り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
果
た
す
役
割
は
高

齢
者
の
社
会
参
加
の
受
け
皿
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
く
と
共
に
、
町
民
か
ら
も
多
く
の
期
待
を
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
理
念
で
あ
り
ま
す
「
自
主
自
立
・
共
働
共
助
」
を

も
と
に
、
長
年
培
わ
れ
て
き
た
豊
か
な
経
験
と
知
識
、
技

術
を
活
か
し
仕
事
を
依
頼
し
て
下
さ
っ
た
多
く
の
皆
様
方

の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
一
層
努
力
す
る

と
共
に
、
地
域
の
皆
様
方
に
信
頼
さ
れ
る
魅
力
あ
る
セ
ン

タ
ー
づ
く
り
に
向
け
て
、
会
員
は
も
と
よ
り
役
職
員
一
丸

と
な
り
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
共
、
皆
様
方
の

深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
し
て
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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平成２２年度 

地区別入会者数 
 

田野地区： ４名 
 

七井地区： ６名 
 

益子地区：１５名 
 

現会員数（３月現在） 
 

男 性： ８９名 
 
女 性： ４７名 
 
合 計：１３６名 

門
松
＆
竹
ベ
ン
チ
【
独
自
事
業
】 

年
末
恒
例
の
ミ
ニ
門
松
作
り
が
昨
年
１２
月
に
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
年
々
注
文
数
が
増
え
て
お
り
、
お

正
月
に
は
町
の
あ
ち
こ
ち
で
飾
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
竹
ベ
ン
チ
も
注
文
を

受
け
た
サ
イ
ズ
に
作
り
、
ベ
ン
チ
以
外
に
も
、
お
店

の
商
品
棚
や
花
台
な
ど
に
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
第
１５
回
通
常
総
会 

 

平
成
２２
年
５
月
３１
日
（
月
）
に
益
子
駅

舎
多
目
的
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
１５
回
通
常

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
（
参
加
者
７０
名
、

書
面
提
出
３７
名
） 

 

芝
山
事
務
局
長
の
開
会
宣
言
の
後
、
大
塚

理
事
長
の
あ
い
さ
つ
、
来
賓
を
代
表
し
て
仁

平
孝
芳
町
議
会
議
長
か
ら
祝
辞
を
頂
き
ま

し
た
。
議
長
は
七
井
地
区
か
ら
竹
浦
徳
良
会

員
が
選
出
さ
れ
、
議
事
進
行
を
行
い
、
全
６

議
案
が
審
議
さ
れ
、
原
案
通
り
承
認
可
決
さ

れ
ま
し
た
。 

  

 

シ
ル
バ
ー
の
日 

福
祉
ま
つ
り
に
参
加
し
て 

十
一
月
十
三
日
（
土
）
、「
シ
ル
バ
ー
の
日
」
と
し

て
、
町
の
健
康
福
祉
ま
つ
り
に
参
加
し
ま
し
た
。
当

日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
沢
山
の
来
場
者
が
会
場
に
訪

れ
ま
し
た
。
シ
ル
バ
ー
の
Ｐ
Ｒ
活
動
と
し
て
、
き
の

こ
汁
を
販
売
し
、
二
〇
〇
食
以
上
を
完
売
す
る
事
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
趣
味
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
会
員

の
皆
様
の
色
々
な
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。 

【
十
二
月
】 

・
門
松
製
作
開
始 

・
安
全
・
適
正
就
業
講
習
会 

・
互
助
会
忘
年
会 

・
福
祉
・
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
事
業

研
修
会 

 

平
成
２３
年 

 

【
一
月
】 

・
職
群
班
会
議 

・
第
一
回
広
報
担
当
者
会
議 

 

【
二
月
】 

・
第
二
回
広
報
担
当
者
会
議 

・
交
通
安
全
講
習
会 

・
互
助
会
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会 

・
第
四
回
安
全
就
業
委
員
会 

 

【
三
月
】 

・
第
三
回
広
報
担
当
者
会
議 

・
理
事
長
・
事
務
局
長
合
同
会
議 

・
緑
地
管
理
講
習 

・
職
群
班
会
議 

・
入
会
説
明
会 

・
理
事
会

平
成
２２
年
度
主
な
事
業
報
告 

平
成
２２
年 

【
四
月
】 

・
新
会
員
入
会
研
修
会 

・
互
助
会
総
会
・
花
見
会 

・
健
康
管
理
講
習
会 

 

【
五
月
】 

・
決
算
監
査 

・
理
事
会 

・
第
１５
回
通
常
総
会 

・
職
群
班
会
議 

 

【
六
月
】 

・
互
助
会
親
睦
旅
行
（
群
馬
） 

・
安
全
・
適
正
就
業
推
進
員
等
担
当
者

研
修
会 

・
第
一
回
安
全
就
業
委
員
会 

 

【
七
月
】 

・
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
月
間 

 

【
八
月
】 

・
第
二
回
安
全
就
業
委
員
会 

 

【
九
月
】 

・
安
全
・
適
正
就
業
推
進
員
等
会
議 

 

【
十
月
】 

・
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
月
間 

・
互
助
会
奉
仕
作
業 

・
互
助
会
日
帰
り
親
睦
旅
行
（
茨
城
） 

 

【
十
一
月
】 

・
第
三
回
安
全
就
業
委
員
会 

・
シ
ル
バ
ー
の
日
（
健
康
福
祉
ま
つ
り
） 

・
門
松
製
作
班
会
議 



安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
巡
回 

 

７
月
と
１０
月
に
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。
全

６
回
の
パ
ト
ロ
ー
ル
で
巡
回

し
た
現
場
は
３７
箇
所
に
も
上

り
ま
し
た
。
草
刈
り
や
庭
木
の

剪
定
作
業
に
は
常
に
危
険
が

伴
い
ま
す
の
で
安
全
就
業
委

員
も
目
を
光
ら
せ
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
安
全
就
業
委
員
の
活

動
が
会
員
の
安
全
を
支
え
て

い
ま
す
。 

７
月
の
安
全
就
業
強
化
月
間

中
に
も
大
き
な
事
故
や
怪
我

も
な
く
安
全
に
就
業
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

か
わ
ら
ば
ん 

安
全
就
業
委
員
会 

平
成
22
年
度
役
員
紹
介 

理
事
長 

 

大
塚
朋
之 

副
理
事
長 

鶴
見 

平 

理
事 

 
 

横
山 

孔 

理
事 

 
 

鈴
木
堅
司 

理
事 

 
 

大
塚
ユ
ウ
子 

理
事 

 
 

高
野
キ
エ
子 

理
事 

 
 

小
室
清
七 

理
事 

 
 

塚
田
義
道 

理
事 

 
 

秋
山
和
賢 

理
事 

 
 

濱
地
忠
義 

理
事 

 
 

佐
藤 

久 

理
事 

 
 

戸
祭
日
出
男 

理
事 

 
 

高
津
義
孝 

理
事 

 
 

佐
藤 

伸 

理
事 

 
 

高
松
伸
一 

監
事 

 
 

太
田
敏
雄 

監
事 

 
 

三
嶋
勇
二 

 

※
２２
年
度
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
り
ま
す
。

２
年
間
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

交
通
安
全
講
習
会 

 

今
年
の
２
月
１８
日
に
益
子

町
総
合
体
育
館
多
目
的
室
に

お
い
て
、
交
通
安
全
講
習
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
に
は

真
岡
警
察
署
交
通
総
務
係

長
・
鈴
木
恒
二
様
に
ご
講
話
頂

き
ま
し
た
。
高
齢
者
の
事
故
の

実
例
や
、
私
た
ち
の
住
む
芳
賀

管
内
で
の
事
故
の
特
徴
な
ど

を
分
か
り
や
す
く
ご
指
導
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
高
齢

者
に
優
し
い
「
よ
く
見
る
」「
減

速
す
る
」
「
止
ま
る
」
の
３
Ｓ

（
ス
リ
ー
エ
ス
）
運
動
の
説
明

に
お
い
て
は
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
な

音
楽
に
合
わ
せ
た
体
操
で
楽

し
く
覚
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
当
日
は
４４
名
の
参
加
者

が
楽
し
い
中
に
も
真
剣
に
受

講
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。 

交
通
安
全
講
習
会
に
参
加
し
て 

  
 
 

 
 
 
 
 

鶴 

見 
 

武

  

真
岡
警
察
署
交
通
総
務
係
長

の
講
話
を
聞
い
た
。
芳
賀
型
交
通

事
故
や
各
種
事
故
の
原
因
や
内

容
の
実
例
、
我
が
身
の
事
故
防
止

は
常
に
交
通
ル
ー
ル
を
意
識
し
、

運
転
や
歩
行
を
す
る
こ
と
と
思

っ
た
。「
よ
く
見
る
」「
減
速
す
る
」

「
止
ま
る
」
の
３
Ｓ
を
守
り
、
夜

間
等
の
服
装
に
考
慮
し
て
こ
れ

か
ら
の
生
活
を
楽
し
く
す
る
よ

う
心
が
け
た
い
。 

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
に
参
加
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

秋 

山 

和 

賢

    

安
全
就
業
委
員
に
な
り
、
年
二

回
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に
参
加
し
ま

し
た
。
私
は
普
段
、
植
木
の
剪
定

の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
が
、
巡
回

し
た
現
場
で
は
草
刈
り
や
除
草

な
ど
、
様
々
な
職
種
の
作
業
を
し

て
い
ま
す
。
自
分
と
違
う
分
野
の

作
業
を
確
認
す
る
事
で
、
作
業
員

の
普
段
気
付
か
な
い
所
に
も
気

付
き
、
注
意
や
ア
ド
バ
イ
ス
が
で

き
て
効
果
的
だ
と
思
い
ま
し
た
。
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保
護
具
の
着
用
に
つ
い
て 

 

安
全
就
業
委
員
会
で
は
、
会
員
の
皆
さ

ん
が
安
全
に
作
業
に
取
り
組
ん
で
頂
く

た
め
に
安
全
保
護
具
の
着
用
に
つ
い
て

検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
庭
木

の
剪
定
に
つ
い
て
は
従
来
通
り
ヘ
ル
メ

ッ
ト
の
着
用
は
義
務
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
新
に
、
道
路
沿
い
や
勾
配
の
あ
る
現

場
な
ど
、
危
険
が
潜
む
現
場
が
多
い
草
刈

り
作
業
に
つ
い
て
も
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着

用
を
義
務
化
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。 

  

改
善
す
べ
き
注
意
点 

 

【
剪
定
作
業
】 

・
半
袖
で
作
業
し
な
い
事
。 

・
樹
木
（
ド
ウ
ダ
ン
）
の
上

に
板
を
敷
い
て
足
場
と
し

な
い
事
。 

 

・
池
の
上
に
か
か
る
樹
木
を

剪
定
す
る
際
、
池
に
足
場

板
を
渡
し
、
そ
の
足
場
板

の
上
に
三
脚
の
脚
を
か
ま

せ
る
等
、
梯
子
を
不
安
定

に
設
置
し
な
い
事
。 

 

・
樹
木
に
乗
り
移
っ
て
作
業

し
な
い
事
。 

 

【
草
刈
作
業
】 

・
刈
払
機
に
絡
ま
っ
た
草
を

取
り
除
く
際
、
エ
ン
ジ
ン

を
停
止
さ
せ
る
事
。 

 

・
急
勾
配
の
現
場
で
は
必
ず

安
全
帽
を
着
用
す
る
事
。 

 

・
作
業
会
員
同
士
は
適
正
な

距
離
を
お
く
事
。 

 

・
水
を
含
ん
だ
土
手
で
の
作

業
時
に
長
靴
で
の
作
業
は

危
険
で
は
な
い
か
。
ス
パ

イ
ク
式
の
地
下
足
袋
等
が

望
ま
し
い
。 

 

【
塗
装
作
業
】 

・
真
夏
の
炎
天
下
で
の
作
業

（
屋
根
）
は
危
険
で
は
な

い
か
。 
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総
会
・
花
見
会
の
開
催 

四
月
七
日
（
水
）
、
ア
プ
ロ
ー
ズ
益
子
に

お
い
て
、
第
１４
回
互
助
会
定
期
総
会
が
行

わ
れ
、
事
業
報
告
や
決
算
、
予
算
の
承
認

に
つ
い
て
提
案
し
、
原
案
通
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
正
午
よ
り
花
見
会
の
宴
を

開
き
、
カ
ラ
オ
ケ
に
よ
る
美
声
の
競
演
に

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

互
助
会
会
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

濱 

地 

忠 

義 
  

互
助
会
は
、
会
員
同
士
の
和
や
絆
を
深

め
、
育
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

発
展
と
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
会
で
あ

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
手
段
と
し
て
、

花
見
会
や
旅
行
、
奉
仕
作
業
等
を
行
い
、

会
員
相
互
の
交
流
の
場
を
設
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
カ
ラ
オ
ケ
部
会
や
、
囲
碁
将

棋
部
会
な
ど
も
活
発
に
活
動
し
て
お
り
、

会
員
の
息
抜
き
の
場
と
し
て
喜
ば
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
魅
力
あ
る
互
助
会
作

り
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会 

 

二
月
十
八
日
（
金
）
、
第
三
回
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
が
総
合
体
育
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
朝
か
ら
生
憎
の
雨
で

し
た
が
、
４２
名
の
参
加
が
あ
り
、
準
備

体
操
の
後
、
輪
投
げ
や
フ
ラ
イ
ン
グ
デ

ィ
ス
ク
等
を
行
い
、
笑
い
声
の
絶
え
な

い
楽
し
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。 

奉
仕
作
業
の
実
施 

十
月
八
日
（
金
）
、
改
善
セ
ン
タ
ー
（
田

野
）
、
七
井
駅
（
七
井
）
、
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
益
子
）
の
各
地
区
に
分
か
れ
、
奉

仕
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
準
備
体
操
の

後
、
庭
木
の
剪
定
や
草
刈
り
、
除
草
や

清
掃
な
ど
を
行
い
、
６７
名
の
会
員
が
と

て
も
心
地
よ
い
汗
を
か
い
た
一
日
で
し

た
。 

 
 
 
 
 
 
 

大
根
田
富
男 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
田
野
）

  

知
人
の
誘
い
で
シ
ル
バ
ー
に

入
会
し
ま
し
た
。
知
っ
て
い
る
方

が
少
な
く
不
安
で
し
た
が
、
す
ぐ

に
沢
山
の
方
と
仲
良
く
な
れ
ま

し
た
。
仕
事
も
毎
日
で
は
な
く
、

自
分
に
合
っ
た
働
き
方
が
で
き

る
の
で
、
体
に
無
理
な
く
働
け
ま

す
。
今
で
は
沢
山
の
仲
間
と
楽
し

く
仕
事
が
で
き
、
充
実
し
て
い
ま

す
。
仕
事
を
し
て
き
た
日
の
晩
酌

は
最
高
に
美
味
し
い
で
す
。 

互 

助 

会 

だ 

よ 

り 

編 

集 

後 

記 
 

広
報
委
員
会
は
、
短
期
間

の
中
で
編
集
企
画
会
議
を

持
ち
、
各
委
員
の
意
見
や
ア

イ
デ
ィ
ア
等
に
よ
り
「
シ
ル

バ
ー
だ
よ
り 

ま
し
こ
創
刊

号
」
の
発
行
の
運
び
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
も
ご
協
力
く

だ
さ
い
ま
し
た
会
員
と
、
事

務
局
の
皆
様
の
お
陰
と
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。
少
し
で

も
多
く
の
皆
さ
ん
の
情
報

を
お
届
け
し
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
ご
意
見
、
ご
感

想
な
ど
を
聞
か
せ
て
く
だ

さ
い
。
こ
れ
か
ら
も
多
く
の

皆
様
に
読
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
な
広
報
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 

【
広
報
委
員
】 

高
野
キ
エ
子 

佐
藤 

伸 

戸
祭
日
出
男 

高
松
伸
一 

高
津
義
孝 

【
事
務
局
紹
介
】 

事
務
局
長 

芝
山
勝
美 

事
務
職
員 

長
尾
京
子 

事
務
職
員 

黒
子
聡
久 

 

《
事
務
局
よ
り
一
言
》 

 

人
生
・
社
会
経
験
豊
富
な

先
輩
に
あ
た
る
会
員
の
皆

様
方
に
少
し
で
も
お
役
に

立
て
る
よ
う
努
め
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

箱
田
侑
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
益
子
）

 

昨
年
６
月
に
入
会
し
た
の
で

ま
だ
ホ
ヤ
ホ
ヤ
の
卵
で
す
。
い
つ

の
日
か
ヒ
ナ
に
な
り
跳
び
た
て

る
で
し
ょ
う
か
。
織
も
の
が
好
き

で
細
か
い
仕
事
は
慣
れ
て
い
る

と
は
い
え
年
末
の
あ
わ
て
者
、

「
障
子
張
り
」
で
は
師
匠
の
特
訓

も
楽
し
ん
で
あ
き
れ
ら
れ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
細
く
長
く
元
気

で
続
け
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。 

津
村
一
夫 

 
 
 
 
 
 
 

（
七
井
）

   

定
年
退
職
後
、
再
雇
用
を

目
指
し
て
い
ま
し
た
が
６０

歳
を
過
ぎ
る
と
就
職
先
も
な

く
時
間
だ
け
が
過
ぎ
て
い
た

時
に
、
先
に
入
会
し
て
い
た

私
の
叔
父
に
誘
わ
れ
入
会
し

ま
し
た
。
私
は
同
じ
地
区
で

構
成
さ
れ
て
い
る
草
刈
り
班

に
属
し
、
新
し
い
仲
間
と

様
々
な
現
場
を
体
験
し
ま
し

た
。
夏
の
猛
暑
で
も
何
と
か

勤
ま
っ
た
の
は
、
仲
間
の
支

え
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
。
作
業
の
休
憩
中
に
み

ん
な
と
雑
談
し
て
い
る
時
が

一
番
楽
し
い
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
楽
し
く
健
康
で
頑
張
り

た
い
で
す
。 

新
し
い
仲
間
紹
介 


